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編

集

後

記

▼
震
災
か
ら
6
年
。
あ
の
時

の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
。
昨
年
は
、
熊
本
や
岩
手
な

ど
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
大
災
害

が
発
生
し
た
。「
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
」
―
。
口
で
言
う

の
は
簡
単
だ
が
、
当
事
者
で
あ

る
自
分
た
ち
で
さ
え
も
忘
れ
そ

う
に
な
る
こ
と
が
。
嫌
な
こ
と

で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

が
あ
る
。（
及
川
）

▼
広
報
と
共
に
、
登
米
市
の
魅

力
を
紹
介
す
る
市
勢
要
覧
を
編

集
。
取
材
で
お
話
を
伺
っ
た
皆

さ
ん
に
快
く
受
け
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
登
米
市
民
の
人
柄

の
良
さ
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
全
国
的
に
も
最
高
ラ
ン
ク
の

登
米
産
牛
。
ぜ
ひ
今
年
の
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
で
最
高
賞
を

受
賞
し
、
知
名
度
ア
ッ
プ
を
願

い
た
い
で
す
。（
千
葉
）

▼
広
報
紙
を
編
集
し
て
い
る

と
、ふ
と
「
こ
れ
で
い
い
の
か
」

と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
と
心
が
け
て
い
る
つ
も
り
で

す
が
、
言
わ
れ
な
い
と
気
付
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
力
不
足
。
毎
日
も
が
い
て

広
報
紙
の
編
集
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。（
田
代
）

Profi le

　「昨年は準決勝にも行けずに涙をのんだ。優勝
できてうれしい」と喜びの表情を見せた。
　第 65回全国青年大会は 2016年 11月 11か
ら 14日まで、東京都で開かれ、柔道個人戦で自
身初の優勝を果たした。
　「前回大会では、準決勝にも進めずに敗退。負け
たまま諦めたくなかったから」と負けん気の強さ
をのぞかせる。
　柔道を始めたのは、小学２年の頃、父に連れら
れて道場に行ったことがきっかけ。迫力ある投げ
技に「かっこいい」と思った。初めて出場した大会
では団体戦で優勝した。しかし、決勝で自分だけ
が負けた。「悔しくて大泣きした」とその気持ち
が柔道を続ける要因になったと語る。

　中・高・大と柔道部に所属し、全国中学校体育
大会やインターハイなどに出場した経験を持つ。
　岩渕さんは「今の自分があるのはライバルがい
たから」と振り返る。小中時代に県内で勝てない
相手がいた。その選手は全小で優勝するなど、全
国トップレベルの実力の持ち主。「最後の中総体
までに勝つ」と自分を信じ諦めず練習に励んだ。
部活動だけではなく、自主練習にも取り組んだ。
努力が実り、最後の中総体で勝つことができた。
　今後の目標は、国体と日本柔道界最大の大会で
ある全日本柔道選手権に出場すること。昨年は、
国体県予選の決勝で負けた。「時間がないのはみ
んな同じ。自分を信じて続けるだけ」と不屈の精
神で高みを目指す。


